
6.人 間 観

6-1 人間の分類

6-1-1.年齢による人間の分類

生まれたばかりの赤ん坊 (男も女も)をティネシ teynesi という｡ティネシは汚いものの

ことで､赤ん坊のことが大事だから､悪魔除に言うことだ｡ティネシとは､くそのことだから､

そこに悪魔が来ていても､赤ん坊にいたずらしない､と父に教わった｡また､赤ん坊をシーオ

ンタク slontak ともいう.おなかにくそが入っているからそういう.これも悪魔除の言葉だ

と教えられた｡シーオンタクは､くそが入っているということだから､きたないから悪魔も手が

触れられない｡

〔白沢ナベ氏〕

一年くらいは､ティネシと呼ぶ(小田イト氏)｡満一才すぎても､歩き始めるまではティネシ

という｡それを過ぎると名前を呼ぶようになる｡

〔白沢ナベ氏〕

コツ ティネシ kotteynesi とか､コル シオンタク korslontak は､｢自分のあかち

ゃん｣のこと｡クコツ ティネシ ku-kotteynesi は､｢私のあかちゃん｣のこと｡

〔小田イト氏〕

(生まれたばかりの赤ん坊の性別を区別するときは)男の子なら-カチ hekaci､女ならマ

ツカチ matkaci という｡

〔小田イト氏〕

小さい子どもはへカチ hekaci､マッカチ matkaci という｡小学校5､6年生でもそうい

う｡

〔小田イト氏〕

ヘカチ hekaci は5､6才から12､3才までをいう｡男の子だけ｡女の子はマッカチ matkaci

という｡それ以上は名前で呼ぶ｡

〔白沢ナベ氏〕

中学生くらいになったら､15､6才になれば､タネ オタカイポ ネ アン taneokkaypo

nean｢もう青年になった｣という｡女の子は､タネ メノコポ ネ アン tanemenokopo

nean｢もう少女になった｣という (白沢ナベ氏)｡オクカイポとかメノコポは､成人前くらい

の人までいう｡

〔小田イト氏〕

｢若い人｣のことをペウレクル pewrekur と言う｡私は､若い頃は名前で呼ばれた｡もう
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シサム イタク Sisamitak｢日本語｣ばかりになっていたから｡年のいった (年寄りの)人は

ク サボ フナクン エアルパ ku-sapohunakune-arpa｢私の姉さん､どこへ行 くの｣な

どと呼びかけた｡自分はそのように呼びかけられたことはない｡私の母も日本語を多くつかっ

た｡日本語が分からないと子どもがこまると思うから使うのだろう｡

〔白沢ナベ氏〕

オタカヨ シリボ ウウオシマレ okkayosirpouwosmare｢大人の男になった｣(白沢ナベ

氏)｡メノコ シリボ ウウオシマレ menokosirpouwosmare｢大人の女になった｣｡これく

らいになると結婚する｡私は21才で結婚した｡

〔小田イト氏〕

メノコポ menokopo は ｢ちょうど年頃の女の人｣という意味だ｡

〔小田イト氏〕

オタカイポ okkaypo はオタカヨ okkayo より2つ3つ若い､という感じ｡｢あんこ｣に

あたる｡オクカヨは30位の人から使える｡35位の人はオタカイポとはもう言えない｡

〔白沢ナベ氏〕

ウナルペとアチャボ｡タアン ウナルペ フナクン ウナルペ アン taanunarpehunakun

unarpean｢このおばさん､どこのおばさんだ｣(小田イト氏)｡ウクルイメムン ウナルペ ク

ネ ワ ukuruymemununarpeku-newa.｢私はウクルイメムのおばばだよ｣(白沢ナベ氏)0

フナクン ウナルペ エネhunakununarpee-ne?｢あんたどこのおばさんだ｣(白沢ナベ氏)｡

カニ アナク ランコシ ウン ウナルペ k-anianakrankosiununarpe です ｢私はラン

コシのおばばだ｣｡(小山田直美氏をさして)60才すぎたら エカシ ekasi だ｡(切替 (36才)

をさして)キリカエ ･アチャボ kirikaeacapo と言える｡

〔小田イト氏〕

｢年寄り｣はオンネクル onnekur と言う｡昔は50くらいになればオンネクルだ｡男の年

寄りは､ポロ スクプ クル porosukupkur という｡女はポロ スクプ マッ porosukup

mat という｡40くらいの男の人が遠 くにいれば､トアニウン クル ーoaniunkur とか､ト

アニウン オタカヨ toaniunokkayo などという｡

〔白沢ナベ氏〕

6-1-2.技能による人間の分類

イソンクル isonkur は､精神が良くてクマを与えられるような人のこと｡｢ウラユシナイの

人の話｣(ll-1参照)に出て来るような人のことだ｡(誰もがクマを捕るわけではなく)クマ

を捕れない人もいるらしい｡精神が悪 くて､いいかげんに金儲けばかりしようとする人は神様

が見てくれないのだろう｡

イソンクル isonkur は代々続 くものだ｡イソンクル サニ isonkursani はそういう人

の系統のこと｡｢ウラユシナイの昔話｣(ll-1参照)のニシバの息子や娘は､イソンクル サこ

とか ニシバ サこ nispasani とか言われるだろう｡
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〔白沢ナベ氏〕

イソンクル サこは､クマでもなんでもとれる人の息子とか孫とかのこと｡反対にウェンクル

サニ Wenkursani は､貧乏人のこと｡

〔小田イト氏〕

ニシバの奥さんはカッケマッ katkemat という｡カッケマッ サニ katkematsani｢裕

福な婦人の子孫｣という言葉もあるだろう｡サことかタイペ- taypeheという言葉は｢そのま

き (その血筋)｣ということ｡カッケマッ タイペヘ katkemattaypehe､イソンクルタイペ

へ isonkurtaypehe と言える(こう言えるか､という問いを肯定された)｡わしはウェン カ

ッケマッ Wenkatkemat｢貧乏な奥さん｣だ｡

〔白沢ナベ氏〕

炉の火に常に当たっていたら背中や膝に火形 (アペケシケ apekeske)が皮膚にしみつく｡

背中に火形がつくのは背中あぶりしたからだといわれた｡膝に火形がつくのは､トランネ toranne

(怠け者)の証拠といわれた｡

〔小山田直美氏〕

男女の分業

夫は､エキムネ ekimne(猟)をして､妻は畑を耕すというのが昔の生活だ｡

〔小田イト氏〕

酒作りは男の仕事だ｡クル kur というから男だ｡酒をこす人､椛で酒をしこむ人､サッチ

ェ プ satcep を煮る人も男｡普段､魚を煮るのは女だが､大鍋で煮るのは力がいるから男が

やるのではないか｡

〔白沢ナベ氏〕

カムイノミ kamuynomi は､女がしては､いけなかった｡今は､じいさんがなくなって､

女でもイチャルパ icarpa(先祖供養)の時に､先祖に物を言ったりするが､音は女がそんなこ

とをしたら､悪いメノコだといって､ホイヨ メノコ hoiyomenoko と言われた｡昔は女の

いるところでエサル カムイノミ esarkamuynomi(声を出して祈る)するものではないと言

われていた (小田喜代作氏)0

〔小田イト氏〕

6-1-4.親族用語

千歳では､父母の呼び方が人によって違った｡ある人は､ハポ hapo(母)､アチャボ acapo

(父)というし､白沢氏のようにトット totto(母)､ハポ hapo(父)という人もいる｡自

分は､母は トット tottoだが､父は小さいとき死んだので､呼び方は知らない｡日高の人で､

ハポ hapo(母)､アヤポ ayapo(父)といっているのを聞いた｡

〔小田イト氏〕

ク エポ ku-yupo(私の兄)､ク サボ ku-sapo(私の姉)､とよその人のことを呼ぶこと

があった｡
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〔白沢ナベ氏〕

7つか8つのころ､もう､甥っこ､姪っこがいたから､私の体が小さいので､からかわれて､

｢ずoぶん大きいウナJt,ペ unarpe だな｣と言われたことがあるo

〔白沢ナベ氏〕

カルクフ karkuhu(演)､マッカルクフ matkarkuhu(痩)(小田イト氏)｡ク マッカルク

ku-matkarku(私の姪)｡

〔白沢ナベ氏〕

おじいさんは エカシ ekasi､おばあさんは フチ hGci.孫がいればェカシだ.私はひま

ごができたから､マクタフチ maktahuci｢孫ばあさん｣だ｡

〔白沢ナベ氏〕

マクク エカシ maktaekasi｢ひいじいさん｣､ナ マクタ エカシ namaktaekasi｢ひ

いひいじいさん｣｡

〔小田イト氏〕

アチャボ acapo は何才でもいいんだ｡生まれた子どもがおじさんのことをアチャボと呼ぶ

わけだから｡

〔白沢ナベ氏〕

クミッポ ku-mitpo｢孫｣｡

〔白沢ナベ氏〕

イルワク irwak｢いとこ｣(小田イト氏)｡｢またいとこ｣をマクタ イルワク maktairwak

とかウサタ イルワク usatairwak ということがある｡マクタ イルワク maktairwak は

2回目､ナ マクタ イルワク namaktairwak は3回目になるらしい｡

〔白沢ナベ氏〕

6-2.身体部位名称

頭部

髪の毛 オトビ otopi｡コトビ k-otopi｢私の髪の毛｣｡

白髪 レタルベ retarpe｡

頭 サバ sapa｡クサバ ku-sapa｢私の頭｣､エサバ e-sapa｢おまえの頭｣｡

額 ノイポロ noyporo｡クノイポロ ku-noyporo｢私の額｣､エノイポロ e-noyporo｢お

まえの額｣

前頭骨 ウブシ upsi､ウブシヒ upsihi;エテンテンケ etentenke､エテンテンケへ etenten-

kehe｡ケテンテンケへ k-etentenkehe｢私の前頭骨｣､エエテンテンケへ e=etentenkehe｢お

まえの前頭骨｣｡

鼻 エトウフ etuhu｡

鼻の穴 エトウブイェ etupuye｡ケトウブイェ k-etupuye｢私の鼻の穴｣｡
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鼻水を垂れる エトウペテクカ etupecikka｡

耳 キサラ kisara｡クキサラ ku=kisara｢私の耳｣｡

耳の穴 キサラブイェ kisarpuye｡

みみたぶ キサンラブ kisanrapu < kisarrapu(キサットペ kisattope < kisartope

〔小田イト氏〕)

みみくそ (知らない)

眉毛 ラルフ raruhu｡クラル ku-raru､クラルフ ku=raruhu｢私の眉毛｣､エラル e-

raru､エラルフ e-raruhu｢おまえの眉毛｣｡

目 シキヒ sikihi｡クシキヒ ku-sikihi｢私の目｣｡

まつげ シクラブ sikrapu｡

まぶた シタカシケ sikkaske｡

目玉 シクヌミ siknumi｡

白目 レタルシクヌミ retarsiknumi｡

黒目 タンネシタメミ kunnesiknumi｡

めやに インテ inte(小田イト氏)

涙 (泣くとき) チシヌペ cisnupe(小田イト氏)｡ヌペ nupe(泣くときも､目にゴミ

が入った時も)0

こめかみ (忘れた)

頼 ノタカム notakam､ノタカミ notakami｡

口 (私の) クパロ ku-par°

唇 パ トイェ patoye｡パ トイ patOy(小田イト氏)｡エバ トイェ e-patOye｢おまえの唇｣｡

上唇 カンナパ トイェ kannapatoye｡

下唇 ポクナパ トイェ poknapatoye｡

歯 イマキ imaki｡タイマキ ku-imaki｢私の歯｣､エイマキ e-imaki｢おまえの歯｣｡ク

イマキ アルカ ku-imakiarka｢私の歯が痛い｣｡

奥歯 イクイこマク ikuynimak｡

前歯 サンケこマク sankenimak(サンケ sankeは､｢見えていること｣)0

糸きり歯 (知らない)

舌 パルンペ parunpe｡

唾 (忘れた)

唾を吐く トプセ topse(小田イ＼ト氏)

髭 レキヒ rekihi｡エレキヒ エメムケ ワ エエク e-rekihie=memkewae-ek?｢髭

を剃ってきたかい｣､レク カ クサク ワ タメムケ カ ソモキ､タント アナクネ

rekkaku-sakwaku-memkekasomoki,tantoanakne｢髭もないので､剃ることも

ない､今は｣
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レキヒ レタルベ ウシ タネ キ rekihiretarpeustaneki｢髭に白髪が混じって

いる｣､レキヒ レタルペ レタル カネ アン rekihiretarperetarkaれean｢髭の

白髪が白くなっている｣｡

男が15､6才のオタカイポ okkaypo と呼ばれる年頃になると髭が生えかかってきて､タ

ネ レコマチ カネ アン tanerekomacikanean｢もう髭が生えかかってきた｣とか､

タネ レクシ カネ アン tanerekuskanean ｢もう髭が生えている｣とか言う｡結婚

するまでにはすっかり伸びている｡

髭の短い人は､レキヒ ウェン rekihiwen ｢髭が悪い｣と言われて笑われる｡また､

むしゃむしゃしたカールのかかった髭より､すらっとした髭の方がよい (小田イト氏)

顎

上顎 カンナノクケウェ kannanokkewe

下顎 ポクナノクケウェ poknanokkewe

顎先 ノッキリヒ notkirihi(ノッケウ エアネヒ notkeweanehiとか､ノッケウェ エ

トウブシケ notkewetupuske とも言う｡ノッケウ nOtkew は顎全体のこと｡〔小田イト

氏〕)

喉ぶえ セウリ sewri｡レクチ カヤイセ rekucikayayse｢喉がかゆい｣｡

首 レクチ rekuci｡ レクチヒ rekucihi(小田イト氏)

ぽんのくぼ オタグウェ okkewe｡

胴部

背骨 イクケウポネ ikkewpone｡イクケウ ikkew は､腰のこと (小田イト氏)｡

扇 タブスッ tapSut｡

肩の関節 タブスッポネウウェウシ tapsutponeuweusi｡

肩甲骨 夕べレ tapere｡夕べレポネ taperepone｡

背中 セトウル seturu｡

胸 ペンラム penramu｡

肺 ユタラミ yukrami｡

乳房 レラリ rerari｡タレラリ アルカ ku=rerariarka｡

乳汁 トーぺ t6peo大人が子供に､または子供が､乳のことをトット ハタカ tottohakka

という (トットは､｢母｣､ハタカ hakka｢水｣の幼児語)｡ ト ノンテ tononte｢乳

を飲ませる｣(小田イト氏)0

心臓 サンベヘ Sanpehe｡クサンベ- ku-sanpehe｢私の心臓｣､エサンベ- e-sanpehe

｢おまえの心臓｣｡

あばら骨 ウッニチ utnici｡

脇の下 ヤトウ yatu､ヤトウポキ yatupoki｡

腹 (おなか) ホこヒ honihi｡クホこヒ ku-honihi｢私のおなか｣､エホニヒ e-honihi｢
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おまえのおなか｣｡

みぞおち ニンケウパロ ninkewparo｡ニンケゥ ninkew は､肝臓のことではないか｡カ

ムイ ニンケウ kamuyninkew｢クマの肝臓｣とかウムマ ニンケウ ummaninkew

｢馬の肝臓｣､ブタ ニンケウ putaninkew｢豚の肝臓｣という｡こンケウパロは､

｢肝臓のロ｣という意味だ｡

内臓 カンカニ kankani､オシケ oske｡カンカニ エタイペ ワ エ kankanietaype

wae｢内臓を全部引っ張り出して食う｣｡

胃 ヨシペ yospe｡

肝臓 フイペ huype(?)

太い腸 ルウェ カンカン ruwekankan

細い腸 ア-ネ カンカン 左nekankan

ぼうこう ピセ pise

わき腹 カパラ ホこ kaparhoni｡

へそ ハンク hanku､ハンクフ hankuhu｡

へその緒 イレスアトウ iresuatu｡ハンク アトウフ hankuatuhu｡｢へその緒を切る｣
ことをエハチャ ehaca という (小田イト氏)0

腰 イクケウェ ikkewe｡タイクケウェ アラカ ku-ikkewearka｢腰が痛い｣(小田イト

氏)

足の付け根 キロウシケ kirouske(小田イト氏)0

尾てい骨 オソロポネ osorpone｡

尻べた オソロカミ osorkami｡

肛門 ヨルプィ yorpuy､ヨルブイェ yorpuye(小田イト氏)Oクヨルブイェ ku-yorpuye

｢私の肛門｣｡

大便 (くそ) シー slo

男性器 (私の) クティェへ ku-ciyehe｡

こう丸 (私の) クノキヒ ku-nokihi｡

女性器 チビヒ cipibi｡エコルペ e-korpe｢おまえの持ち物｣｡今だから性の話もできる

が､昔は､千歳では､厳しかった (小田イト氏)0

脚部

足全体 ケマハ kemaha｡

足の上部 マクン ニサピ makunnisapi｡

足の下部 サンケ ニサピ sankenisapi｡

すね ウッチカム utcikam｡

もも オミヒ omihi｡

ひざ コクカサパ kokkasapa｡
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くるぶし トコンポネ tokonpone｡

かかと ケスビ kesupi｡

足の指 ウレペチ urepeci(小田イト氏)0

足の裏 ウレアサマ ureasama｡

足の甲 ウレカシケ urekaske｡(小田イ ト氏)0

土ふまず ウレピソイェ urepisoye(小田イト氏)0

つめ アミヒ amihi(小山田直美氏)｡アミヒ タンネ amihitanne｢つめが長い｣､アミ

ヒ イチャクケレ amihiicakkere｢つめが汚い｣(小田イ ト氏)0

腕部

手全体 テク tek｡エテケ プニ e-tekepuni｢手をあげろ｣｡

上腕 マクン アムここ makunamunini

下腕 サンケ アムここ sankeamunini

肘 シットキ sittoki｡

手首 テクリチ tekrici

掌 テクコトロ tekkotoro

親指 ルイェアシケペチ ruyeaskepeci

人差指 イタンキケム アシケペチ itankikemaskepeci｡｢腕をなめる指｣の意味だが､私
自身は､指で皿をなめたことなどない｡

中指 ノシキ アシケペチ noskiaskepeci

薬指 ボン アシケペチ トウタメ アシケペチ ponaskepecitutanuaskepeci

小指 ボン アシケペチ ponaskepeci｡

その他

肉 カム kam､カミヒ kamihi

血 ケム kem｡オグムタナイネ okemtanayne(意味不祥)ということばがある (小田イ

ト氏)0

血管 ケムリチ kemrici｡

汗をかく ボブペ タ アシン poppetaasin

垢 トゥル ーur､ トウルシ turus｢垢がつく｣

6-3.人名
〔白沢ナベ氏〕

アイヌ レ- aynur昌he｢アイヌ語の名｣を神様に言わないでカムイノミ kamuynomi (神

への祈 り)はできない｡

〔白沢ナベ氏〕

アトムテ atomte という名の百才すぎたじいさんが葺いた0

〔白沢ナベ氏〕
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6-4.身体の世話

6-4-1.文身

女は口と手に入墨をする｡入墨をした男は見たことがない｡

姉は､14､5歳時に､口に入墨をした｡男 (オクカヨ okkayo)か女 (メノコ menoko)

かわからないから印をつけてやるからと言われて､入墨された｡ロにする入墨を パロシメイ

ェ parosinuye､手にする入墨をテクシメイェ teksinuye という｡千歳では､音の年寄り

は､額の間(両方の眉毛の間)にも入墨をした｡このような入墨をした人はラルトウルヌイェク

ル raruturnuyekur とか ラルトゥルメイェマッ raruturnuyemat という｡

〔白沢ナベ氏〕

カマカで栃木のばあちゃん (栃木政吉さんの嫁の母)が手に入墨をしていて､肘の所までし

ていた｡

〔小田イト氏〕

入墨の仕方｡剃刀 (カミシリ kamisiri)で傷を付け､カシワ (トウンこ tunni)の皮を煮

て､そのつゆをすり込む｡そうすると黒く染まる｡

入墨するときは､昔から剃刀を使っていたようだ｡ユクチコイキプ yukcikoykip のルシ rus

(獣の毛皮のことか?)をウイマム uymam(交易)に行って売り､剃刀を買って来たようだ｡

ただ､昔話でタシロ tasiro を研いで入墨したということを聞いたことがある｡

入墨を途中でやめる人もいた｡その人らは上唇に入墨させているだけである｡

〔小田イト氏〕

図 9 入墨を途中でやめた人の入墨の形

＼ 唇

/一′ヽ/～一一′ L､一一占=▼

､＼三 = =
電i5

一･■
完成した入墨の両頬の先端をパーキサル pakisar と言う｡ 〔白沢ナベ氏〕
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6-4-2.髪型

子どもが小さい時は､後だけ毛を長 くし残りはそる｡火に落ちそうになっても神様がつかん

でたすけてくれるからだという｡エネ ネ ハウェ アシ enenehaweas｢そういう話だ｣

〔小田イト氏〕

子供の髪は､もみあげ (ェキプポ ekippo)､てっぺん (カンキタイ kankitay)､額のはえ

ぎわ(モル moru)､を残して剃る｡そうしてのこしておけば､川におちて流されても神様がつ

かんで助けてくれる､と父が言っていた.エモルフ e-m6ruhu､エユキプポホ e-昌kippoho｡

ヘカッタル オピック モル ウシ hekattaropittamoruus｢こどもはみんなモルがあるよ｣｡

あかちゃんの頭のあかのことをサバ トウル sapatur という｡頭の垢は､くLでしずかにと

かしてとる｡(頭の垢をおとすと､風をひくといって､身体は洗っても頭は洗わない人もいた〔小

田イト氏〕)0

〔白沢ナベ氏〕

子どもの髪は､サバハ オシマケ ボンノ ア アヌ sapahaosmakeponnoa-anu する

だけだ(頭のうしろすこし残すだけ)｡炉に落ちそうになったとき､神様に引っぼってもらうた

めだ｡

〔小田イト氏〕

昔は6､7才まで男も女も頭をそった髪型をしている｡それ以上は学校に行 くから普通の髪

型になる｡男の子は坊主頭､女の子はおかっぱにする｡

〔白沢ナベ氏〕

6-4-5.お守り･まじない

妹が夜泣きして止まらないとき､父母が起きて火をたいて､燃やした綿のススをナヅキ(額)

や頼､鼻のてっぺんにつけて､悪魔よけをした｡

カッキ クス ハウェ ネ ナン コンナ､katkikusu(h)awenenankonna｢何か悪魔

が付いたから､おっかながって泣いているようだ｡(赤ん坊は悪魔を見ることができる｡)｣､ワ

タ wata でも燃やして ノイポロホ ウシ ノタカミ ウシ エトウフ ウシ noyporoho

usinotakamiusietuhuusi｢額やほほや鼻につけろ｣って言っていた｡

カッキ クス ワ チシ ハウェ ナンコル katkikusuwacishawenankor ｢何かを

教えるのに泣いているのかな｣

悪魔よけのアイヌ語は､忘れてしまった (クコヤイラムペウテク ku-koyayrampewtek)｡

ショーブ (スルク クスリ surkukusuri)を切って､まん中を紐で縛り､襟首に縫いつけ

る｡子どもが泣いて止まないときに､襟首につける｡臭い草だから悪魔げになる｡

〔白沢ナベ氏〕

私の妹は夜なきしてどうしようもない｡子どもは悪魔を見て泣 くことがあるから､といって､

起きて､火をたいて､ぼろを燃やし､煙を外に出した(エソイネ オスルパ esoyneosurpa.0)

(ネ-ノ ソモ クイタク ヤクン アエラムアン ペ ネ ナ n昌nosomoku-ytakyakun
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a-eramu'anpenena｢そう (アイヌ語で)言わなければ､理解できるのにね｣)｡ソユン ミ

ンタル オルン オスルパ soyunmintarorunosurpa(外の庭の方へ)持って出て､燃やす｡

その燃えた炭につばをつけて､ひたいと鼻の先 (エ トウモミ etumomi)に指先でつける｡ほ

ほにもつける｡そうすると悪魔がその顔を見て､おぼけだと思って逃げると言う｡スルク クス

リ surkukusuri に穴をあげてひもをつけて､体の弱い子どもの襟にぬいつけておく｡

〔白沢ナベ氏〕

重い病気をした時など､鎌(イヨクペ iyokpe)を戸口にお祈りをしながら刺す(エウシ eus)0

悪い病気をトウエ tue(切る)せ オケウェ okewe(切る)せという｡

鎌は､シコボブ sikopop(錆びた)ものが効き目がある｡錆びた鎌で切られると切られたも

のは腐ってしまうと言われていた｡

〔白沢ナベ氏〕

大鎌を持った和人が来るから (ポロ イヨクペ コル シサム ウタル アルキ poroiyokpe

korsisamutararki)気をつけろと言われた｡

〔小田イト氏〕

戸口に臭い匂いのする草(キキンニ kikinni､スルク クスリ surkukusuri､プクサ pukusa)

をさした｡

〔白沢ナベ氏〕

6-4-6.禁忌

イナゥ作りに関して｡イナウケ inawke(イナウ削り)する時､顔も手も洗って身を浄める

ものだ｡だから､垢も何もつかないきれいなイナウを作る｡

トウ/レサクノ ネプ ネ ヤクカ アカル ペ ネ tursaknoRepneyakkaa-karpene

｢垢もつけずに､なんでも作るものだ｣

イナウを削るときに身を清めずに作ると､神様が怒る(カムイ イルシカ kamuyiruska)｡

トウルコカル イケ スケ turkokarikesuke して イペレ ipere すれば､いけない｡

｢汚 くして炊事して食べさせるのは良 くない｣

〔白沢ナベ氏〕

川に関して｡川に泳ぎに行っても小便など川の中にしてはいけない｡陸 (おか)の上でも小

便する場所に気を付ける｡

エウォンネ オクイマ カ アン ネプ カ ウェン ベ アオスラ カ キ コル ワタカ

ウシ カムイ イルシカ ワ チェプ カ へメス カ ソモ キプ ネ ナ ewonneokuyma

kaanRepkawenpea-osurpakakikorwakkauskamuyiruskawacepkahemesuka

somokipnena

｢水に小便しても､何でも悪いものを捨てると､水の神が怒って魚も上がって来なくなる｣

洗濯する時､水を汲んで陸 (おか)で洗う｡川で洗濯したり､汚水を流したりしては､いけ

ない｡
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イテキ エウォンネ イフライパアンベ ネ ナ､イテキ ウェンペ エウォンネ イテキ

アオスラブ ネ ナ｡ itek(k)iewonneihuraypa-anpenena,itekiwenpeewonneiteki

a=OSurpapnena･

｢川の中で洗濯してはいけない､汚いものを川に捨ててはいけない｣と注意される｡

カムイ イルシカ kamuyiruska すれば､チェプ カ へメシバ ソモ キ cepkahemespa

somoki｢神が怒れば､魚も上がってこない｣

〔白沢ナベ氏〕

6-4-7.呪術 (トウス)

私の弟は一度ひどく頭が痛 くなったことがある｡小山田直美氏の母はトウス tusu する人だ

ったので､見てもらいに行った｡ネプカ アカル シリ カ トウ ウェン ソモ キ ヤ nep

kaa-karsirkatuwensomokiya? ｢何か､私の行いが悪かったのでしょうか｣と言って､

その トウスするおばさんにお願いしたら､ハイ クサバ､ ハイ クサバ hayku-sapa､hay

ku-sapa｢頭が痛い､頭が痛い｣と言ってムジナ (モユタ moyuk)の頭にウジがたかっている

ことを教えた｡そこで以前捕って祭ったムジナの頭を見てみると､脳味噌がきれいに取 り除か

れておらず､ウジがたかっていた｡きれいに掃除をし直し､ムジナの神に ｢私が悪かった｣と

謝った｡すると頭の痛いのがすっかり直った｡

砿術が始まる前､おばさんの首にイナウを付け､付添いのおじいさんがカムイノミ kamuy

nomi をした｡

〔小田イ ト氏〕

6-5.人の一生

6-5-1｡結婚

結婚に関連する単語を挙げる｡

ウコル ukor 結婚する

ウトムヌカル utomnukar 結婚させる

ココウ kokow またはココウェ kokowe 婿

コシマッ kosmat または コシマチ kosmaci嫁

ウムレククル umurekkur 夫婦

アシル ウムレククル asirumurekkur 新婚夫婦

〔白沢ナベ氏〕

私は､アイヌプリ aynupuri(アイヌ風)の結婚式を見たことがない｡

〔小田イ ト氏〕

6-5-2.出産

ホンコル ワ アン hon-korwaan｢妊娠している｣｡ヌワプ nuwap お産する (うなる

こと)｡ヌワプ エシン ニウケシ nuwapesinniwkes｢子どもを産めない｣(お産が重 くて)｣｡

-47-



ヌワプ エトコイキ コラン nuwapetokoykikoran｢お産のしたくをしている｣

〔白沢ナベ氏〕

妊婦は左座の下手 (エウトゥンネ eutunne)の火のそばに寝かせる｡お産がすんだらすこし

上の方に移動させる｡

〔小田イト氏〕

ボン アペ ponape という火を炉に別にたいて､そこでおかゆ(サヨ sayo)をたいて産

婦に食べ′させる｡3週間位は産婦は大事にする｡別に火をたくのは｢大きなフチ hGci(アペフ

チ apehGci 火の神)｣に失礼だからだろう.お産する時､旦那さんがいたら産む人と､いた

ら産まない人といる｡エカシが､無事に産まれるようにとお祈りするから､男の人がいないと

いうことはない｡火の神様にお祈りする｡タネ ヌワブ コル アン tanenuwapkoran｢い

まお産の最中だ｣｡

〔小田イト氏〕

お産のとき､火の神にいのる｡難産のとき､悪魔のいたずらか､という時は､ソコこ SOkoni

｢ニワトコ｣の枝でフスソ フスソ hussohusso と払う｡スルククスリ surkukusuri｢ショ
ウブ｣をふきかける｡おばあさんでもおねえさんでもだれでもやる｡

〔白沢ナベ氏〕

ござを編むキナを何本か湿らせて､妊婦のおなかにしめさせる｡そしてその帯を切る｡あん

まりお産の重い人にはそうする｡

〔小田イト氏〕

お産がかるくなるよう､妊婦にイナゥ inaw をつける｡手伝いの近所の女の人にもご苦労

さん､という意味で､火の神様にお祈りをしてから首にかけてやる｡

〔小田イト氏〕

妊娠した人はカイクマ kaykuma｢細柴｣をひざで折るのもだめ｡腹にひびくから｡枯れ枝

を手を伸ばして折るのもだめ｡

〔白沢ナベ氏〕

ネウン ネ コルカ ピルカ ティネシ ャイコサンケ neunnekorka pirka teynesi

yaykosanke｢どうにか良い子が無事産まれた｣

〔小田イト氏〕

産湯を使うは､ティネシ ア フライェ teynesia-huraye という(小田イト氏)｡子ども

が生まれたら､トゥナシ ウセイ カラン カテン tGnasGseykar(y)ankar(y)an｢早くお湯

をわかせわかせ｣と騒ぐ｡ トゥナシ ウセイ アツテ ヤン tGnasGseyatteyan ともいう｡

お湯は大鍋でわかす(白沢ナベ氏)｡産婦のうしろの方で赤ん坊を洗う｡産婦も頭おさえるくら

い手伝える｡

〔小田イト氏〕

産婆は､女の子が生まれると､オヤシケ ネ ワ Oyaskenewa(oyaske｢割れ目｣)｢女の
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子だよ｣という｡男の子なら､オタカヨ ネ ワ okkayonewa という｡日高の人から聞い

たヤイサマに ｢ヤイサマ サマムベ シプポ サクノ エネレ サボ yaysamasamampesippo

saknoen-eresapo(ヤイサマ､カレイを塩をつけずに食べさす姉さん)おやかわいいね､おや

めんこいね｣というのがある｡日高の方では､女の性器をサマムペ samampe というが､こ

ちらでは､言わない｡ 〔小田イト氏〕

ハンク アトウ(フ) hankuatu(hu)｢へその緒｣｡へその緒は大人になってもとっておく｡

〔白沢ナベ氏〕

おっぱいは生まれた次の朝まで飲ませない人もある｡下の子が生まれると､乳にアク (戻)

をつけたり､鍋炭をつけて､上の子にイチャクケレ イチャタケレ icakkereicakkere｢汚い､

汚い｣と言って恐がらせて (シトマレ sitomere)飲ませないようにする｡乳が余ると茶碗に

半分くらい搾って､トット ハクカ ネ-ナ､ク ワ エンコレ tottohokkanena,kuwa

en-kore｢母の水だ｡飲みなさい｣と言われた｡ トットは､親のことだから､親の水だから飲め

飲めと言われたのだろう(小田イト氏)｡普通の水でも大人は､ワクカ wakka というのを子

どもは､ハクカという｡

〔白沢ナベ氏〕

子どもが生まれた後､薬として､ハンノキの内側の皮 (ケネ カブ kenekapu)をせんじ

て飲ませる｡赤い色になる｡これは染物にも使う｡

生まれて一週間位したら､くるんでいた布を取って赤ん坊に着物を着せて､産婦も床上げす
ノ▲

る(小田イト氏)｡床上げのことは､タネ ソッキヒ ア チュプ tanesotkihia-cupu とい

う｡ソッキ sotki は寝床のこと｡タネ ソッキヒ アチュプ ヤクカ ビリカ ーanesotkihi
ノ●
a-cupuyakkapirka という話になるらしい｡

〔白沢ナベ氏〕

子供を産んでからの会話の例｡

へンパラ エポコル henparae-pokor｢いつあんた子ども産んだの｣

テ一夕 ネ ア ワ ー昌taneawa｢こないだだよ｣8月31日に クポコル ワ ku-pokor

wa｢8月31日に産んだ｣

タンパ - tanpahe?｢今年かい｣

タンパ tanpa.｢今年だ｣

タンパ へ ネ ポコリ アン クル カ エラムスカリ tanpahenepokoriankurka

eramuskari｢この年で子ども産んだ人も知らない｣｡-ンパラ エポコル ア ルウェ アン｡

ケラムシカリノ カン henparae-pokoraruwean.k-eramuskarinok-an｢いつあんた子ど

も産んだの､私知らずにいた｣

〔白沢ナベ氏､小田イト氏〕

6-5-3.育児

子供を育てることをポレシカ po-reska とかポレス po-resu と言う｡
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〔白沢ナベ氏〕

生まれて一週間くらいは大きい湯上がりタオルくらいな大きさのきれ (名前は特になし｡言

えば ティネシ ア コカリ フトン teynesia-kokarihuton か｡)で､産湯を使わせてか

ら体をふいて､巻いておく｡そのあとは手足のついた着物を着せる｡おしめもさせる｡おしめ

のアイヌ語は､しらない｡おしめと言っていた｡おっぱいをのませることは ティネシ トノ

ンテ teynesitononte という｡カブ エレ kapereはまだおっぱいが出ていない時に言う

こと｡

〔小田イト氏〕

おっぱいを飲ませるは､カブ エレ kapere,カブ ヌンメンテ kapnunnunte という｡

ためしに吸わせてみること (トーペ メンバ ワ インカラ topenunpawainkar という｡

〔白沢ナベ氏〕

シキル カ エアシカイ Sikirukaeaskay｢(赤ん坊が)寝返りをうつようになる｣と喜ん

でいるのを聞いたことがある｡

〔白沢ナベ氏〕

ティネシ タネ レイェ teynesitame reye｢赤ん坊がいまはって歩 く｣｡レイェレイェ

reyereye｢はう｣｡

〔小田イト氏〕

私は､赤ん坊は､シンク sinta｢ゆりかご｣に寝かせて､うごいても､エシルピチ ワ ハ

-チリ esirpiciwahacir(頭がガクンとなって倒れる)ないようにひもで足までしぼり､ボ

ブケノ ホッケレ popkenohotkere(あったかく寝かせる)する (小田イト氏)｡シンタは､

つるつるしたよい木でつくる｡頭が高く､足が低 くなるように作る｡横木は4本つける｡横木

は､そんなにおしりまでひかない｡その上にカトゥンキ katunkiで編んだチタルベ citarpe､

ヤットウイ yattuy をひく｡

子どもをしぼる時は､3回くらいなわをまわす｡手もうごかせない｡シンタは､四隅 (縛る

所が出っぼっている)になわをつけて､上からさげた鈎につるす｡子どもをしぼる縄はジグザ

グにまわして､子どもをぐるぐるまきにする｡ぶらさげる縄は子どもの顔にかからないように

長めにする(小田イト氏)｡シンタは右座の方につるす｡おくさんはそばに座って､シンタスイ

ェ sintasuye(ゆりかごをゆらす)したり､泣いたら乳飲ませたり､仕事したりする (モコル

トット ランラン イテキ デシノ ハムキ mokortottoranranitekicisnoh云muki(小田

イト氏)0

一日三回くらいシンクからはずしておしめをかえたりする｡夕方になるとシンタからはずす｡

家の人がみんな抱くから｡私はシンタに三才くらいまで子どもを入れた｡私はふ化場ではたら

いていたから､朝､乳を飲ませて､おしめかえて､仕事に出て､昼前に戻って､乳飲ませて､

おしめかえて､反対側に頭をむけて寝かせてまたしぼりつけて､三時頃また帰って来て面倒を

みる､というふうだった｡
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〔白沢ナベ氏〕

ホ ホ ルルルル ホ ホ ホ､ホ ホ ルルルル ホ ホ ホ､ホ ホ ルルルル ホ ホ

ホ hohorrrrhohoho,hohorrrrhohoho,hohorTrrhohoho という声を出してあやす

とチビもはすぐ眠るから､また仕事に行ったものだったOこのような声をイヨンルイカ iyoilruyka

という｡言葉をいれて言う子守歌もイヨンルイカという｡

〔白沢ナベ氏〕

キシマ kisma だっこOマカナク ティネシ アキシマ プ ネ ワ makanakteynesia

-kismapnewa?｢どうやって赤ん坊抱くの｣｡ティネシ カイ teynesikay(おぶれ)｡テ

ィネシ クカイ teynesiku-kay(私は赤ん坊をおんぶする)0

〔白沢ナベ氏〕

おばあさんが孫を､棒の先に荷縄 (タル tar)をつけて､そこに子どもを腰掛けさせておん

ぶしていたのは見た｡あたまに荷縄をかけていた｡私の母はモウル mouTを着ていたが､自分

達の世代は着なかった｡

〔小田イト氏〕
●●

人にはだをみせるものではないということは厳しく言われたが､おっぱいをやるときに厳し

くいわれたことはない｡

〔白沢ナベ氏〕

子どもがうまれても育たない人は､子どもの育つ家からきれをもらって歩いて､子どもに運

のいい人にぬって着物にしてもらって､着せる｡よせあつめの着物だ0

〔小山田ハヤ子氏〕

子どもは普通の着物をきていた｡夏ならはだし､冬はチェプケリ cepkkeri､ブタケリ puta

keri をはいた｡

〔小田イト氏〕

子ども連れてあまりよそには行かない｡

こどもが大人の話を聞いてべらべらしゃべりまくると､喧嘩のもとになるから､と言って､

私の母はなかなか聞かせてくれなかった｡しかし､年寄りがどこからかくると､apetomotuye

｢炉ごLに｣のぞきこんで､年寄りの話を聞いた｡

〔白沢ナベ氏〕

6-514.%%

名前は生まれて2､3週間でつける｡私の長男は息が止まって生まれたので､年寄りが､く

るんで後ろにおいたはうがいい､とこそこそ話をしている｡そうしたら､チタ姉 (人名､小山

田夫人の曾祖母)が､そんなこといわないで､ふところでぬくくして､日の糊､鼻の穴も吸い

ぬけといった｡そうして私の母がふところにあかんぼうを入れてそうしたら､ウワアと大きな

声で10分くらいで泣きだした｡そうしたら1週間たったかたたないうちに､私の父が､ホシピ

レクル hosipirekur ってつけるべ､と言った｡しかし､アイヌ名は､大正生まれの人に二つ
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名をつけるのもどうかと思ってつけなかった｡

〔白沢ナベ氏〕

わたしの父はサンレキ sanreki という名｡息がきれて生まれたからそうつけたのではない

か｡私の父は5人兄弟だが､その名前は (早稲田の)田村先生が書いてもってきてくれたから

おかげであるよ｡子どもの名は親がつけるとはかざらない｡

〔白沢ナベ氏〕

だいぶ大きくなってから名前を付けたようだ.なまえは レ-へ r昌he という｡

私の母は明治17年､しゅうとは16年だが､日本人の名前を付けて役所にとどけたようだ｡2

つ名を持つ人もいた｡しゅうとじいさんは アサレククル asarekkur という名だった｡朝早

くから目が醒めて､早 くおきたくて泣いていたので､そうつhたらしい｡私の夫は菩代作だが､

名前が良すぎて弱いと困るということで､喜代作から豊作に改名された｡しかし､役場のせい

で､喜代作のままになった｡

カムイオロイタク kamuy'oro'itak は神様にお祈りすること｡

〔小田イト氏〕

6-5-6.葬礼

｢死ぬ｣という言葉はライ ray と言うが､この言葉は余り使わない｡(チコル セタ ライ

ci-korsetaray｢うちの犬が死んだ｣〔小田イト氏〕)｡イサム isam ｢なくなる｣とかオンネ

onne ｢年をとる｣とかモコル mokor｢寝る｣という言葉を使う｡エシツチゥ esitciw と

いうのは ｢つまずく｣とか ｢のめる｣という意味で､｢死ぬ｣というときには使わない｡オンネ

ワ イサム Onnewaisam ｢年をとって死ぬ｣､ピリカオンネ pirka-onne｢楽な死に方をす

る｣(クコル エカシ ピリカオンネ ルウェ ネ ku-korekasipirka-Onneruwene｢私の

祖父は大往生をとげた｣､クコル エカシ ピリカオンネ キ ワ イサム ku-korekasipirka

-onnekiwaisam｢(同上)｣､ピリカオンネ､エラヤプカ pirka-onne､erayapka｢大往生だ､

偉 くいいことだ !｣､チコル セタ モコル ci-korsetamokor｢うちの犬が死んだ｣

〔白沢ナベ氏〕

おばあさんが亡 くなったら､小さな家を建てて､中に縄を張り(カケンチャ kakenca)その

上におばあさんが日頃着ていた着物､晴れ着をすべて掛け､みんな焼いてしまう｡

〔小山田直美氏〕

葬式の時にも｢先に行っている父母の所に行けるように｣と火の神 (アペフチ apehuci)に

お願いする｡

〔小田イト氏〕

猟に出かけている時に､家のゴミを捨てると神様が嫌って猟に影響するが､逆に葬式の時に

は､ほうきでゴミをはきだす｡家の外まで悪いものを追い出すということだ｡

〔白沢ナベ氏〕

人が死んだらソコンニ sokonniで､その家に入る前にお払いをする｡

-52-



〔白沢ナベ氏〕

死んだ人に付ける手甲や脚半 (ホシ hos)に刺繍がしてあるのを見たことがある｡

〔白沢ナベ氏〕

誰かのうちに不幸があったら､親たちは葬式の手伝いに行き､子供たちは留守番する｡親た

ちは子供たちにオコクコ ユキラ okokkoekira｢オコクコ (おばけ?)が (人を連れて)逃

げて行った｣と言っておどかし､外に出さないようにした｡

〔小田イト氏〕

6-6.動作 ･仕草

昔の人はお酒をこしらえてカムイノミ kamuynomi(お祈り)するとかイチャルパ icarpa

(先祖供養)するときだけ集まる｡いいかげん年いった大人は､お客に来ると､家の前で足音を

たてたり､男なら､｢エフン､エエエエエ｣と咳ばらいしたりする｡すると､家の中のばあさん

はのぞいて､旦那に､アフンケ チキ エ ビルカ､ソモ チキ エ ビルカ ahunkeci=kie

-pirka,somoci-kie-pirka｢入れて良いか悪いか｣と尋ねる｡すると､旦那はアフプ ルス

イ クス パイェ カ ウタル ネ ワ クス チセ タ アリキ ハウェ ネプ アフンケ ahup

rusuykusupayekautarnewakusucisesoytaarkihawenep,ahunke. ｢入りたいから

来た人達だから家の外に来ているのだから入れろ｣と言う｡するとばあさんは戸を開けて､

アフプ ワ シニ ヤン ahupwasiniyan｢入って休め｣という｡そうしないと､いくら人

がいることがわかっていても､戸を開けることが出来ないものだと言う｡勝手に開けると､イ

タカ ikka｢どろばう｣に来たか､と怒られるだろう｡冬､テシマ tasma｢かんじき｣をはい

ていれば､家の前で ウウェキクキク uwekikkik｢たたきあわせる｣してパンパン音を出して､

来ていることを知らせる｡ 〔白沢ナベ氏〕

女も他家を訪問するときは家の前で軽い咳払いをする｡ネン カ ユタ ノイネ ハワシ(フ

マシ)ナ nenkaeknoynehawas(または humas)na｢誰かきたようだ｣という｡

〔小田イト氏〕

シケトクナワ ア エラムシカリ ボロ スクプ クル ポロ スクプ クル イタク ハワ

シ ハウェ エネ アこ｡アフプ ルスイ クス アルキ ウタル ネヤクン アフンケ トウ

ナシノ siketoknawaa=eramuskaripor°sukupkurpor°sukupkuritakhawashawee°e

ani.ahuprusuykusuarkiutarneyakunahunketunasno.(見たことのない老夫婦が来た｡

入いりたくている人たちなら入れなさい｡早く)というと､ソーカル sokar(席を作る)した

り､ムンヌウェ munnuwe(掃く)したりと言う言葉もある｡

〔白沢ナベ氏〕

子ども､女がお客の場合､あんまり憐れにみえるものは迎えに出て､手をつないではいると

言う｡テケ- アニ アフン tekeheaniahun｢手をもって入る｣｡男が迎えに出て悪いと言

うこともないだろうが､やっぱり､女がいるから女の仕事にしておくんだろう｡
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〔白沢ナベ氏〕

相手を馬鹿にするときのしぐさにエノックシ enotkus とか､エノッタララ enottarara と

いうのがある｡これは､顎を高く反らせる仕草だ｡

〔白沢ナベ氏〕

6-7 交易 ･通婚 ･戦争

千歳の人々は､平取､穂別､白老､幌別から嫁いだり､婿に来る人が多い｡穂別の森本氏は､

自分は､千歳がルーツだと言っていた｡

〔小山田直美氏〕
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